


᳃ᯘᩚഛ事業請負契約書（案）

印 紙

１ 事 業 名 ୐㔛ᚚ὾国᭷ᯘ᳃ᯘᩚഛ事業（保ㆤ）

２ 事業場所 別紙図面のとおり

３ 事 業 㔞 別紙「事業内訳書」のとおり

４ 事業期間 契約締結日の⩣日 から

ᖹ成29年3᭶15日 まで

５ 請負金額 金 円ஓ

（うち取引に係る消費税及びᆅ方消費税（以下「消費税」という。）額

金 円ஓ）

ࠝ注ࠞ（ ）の㒊分は、請負者が課税業者である場合に使用する。

６ 㑅ᢥ条項 別෉約Ḱ中㑅ᢥされる条項は次のとおりである。

（適用されるものはۑ印、๐除されるもの�印。）

適用๐除の༊分 㑅ᢥ事項 㑅ᢥ条項

� 契約保証金の納付 第4条第1項第1号

契約保証金の納付に代わるᢸ保となる᭷ 第4条第1項第2号
�

価証券等の提౪

㖟行、⏥が確ᐇと認める金⼥機関等の保 第4条第1項第3号
�

証

� 公ඹ工事履行保証証券による保証 第4条第1項第4号

� 履行保証保険契約の締結 第4条第1項第5号

� ᨭ⤥ᮦᩱ及び㈚୚ရ 第15条

� 㒊分ᡶ 回以内 第34条

� 前金ᡶ 分の 以内 第36条第1項

� 中間前金ᡶ 第36条第3項

� 国庫മ務負ᢸ行為に係る契約の≉๎ 第39条

（注）国庫മ務負ᢸ行為に係る契約にあっては、別紙をῧ付する。

７ ᨭ⤥ᮦᩱ及び㈚୚物件

ရ 名 ရ ㉁ つ 格 数 㔞 引 Ώ 予 定 場 所 引 Ώ 予 定 ᭶ 日



８ ≉約事項

（１）請負代金は㏆␥中国᳃ᯘ⟶理ᒁにおいてᨭᡶうものとする。

（２）ᯇくい⹸⿕ᐖᮌฎ理のため以እでのఆಽᮌの持ち出しを禁止する。

上記の事業について、発注者と請負者は、各ࠎの対等な立場における合意に基づい

て、本契約書及びᖹ成28年11᭶16日に஺付した国᭷ᯘ㔝事業造ᯘ事業請負契約約Ḱに

よって公正な請負契約を締結し、ಙ⩏にᚑってㄔᐇにこれを履行するものとする。

また、請負者がඹ同事業యを結成している場合には、請負者は、別紙ඹ同事業య協

定書により契約書記載の事業をඹ同連ᖏして請け負う。

本契約の証として本書2通をస成し、当事者記名押印の上、各自1通を保᭷する。

ᖹ成 年 ᭶ 日

発注者 ఫ所 ୕㔜┴டᒣᕷ本⏫一୎目7-13

Ặ名 分任ᨭ出負ᢸ行為ᢸ当ᐁ

୕㔜᳃ᯘ⟶理⨫㛗 ᫓ཎ Ṋᚿ 印

請負者 ఫ所

Ặ名 印

㹙注㹛請負者がඹ同事業యを結成している場合においては、請負者のఫ所及びẶ名のḍ

には、ඹ同事業యの名⛠୪びにඹ同事業యの代⾲者及びその他のᵓ成員のఫ所及び

Ặ名を記入する。
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別記様式１

ᖹ成 年 ᭶ 日

୕㔜᳃ᯘ⟶理⨫㛗 Ẋ

ሗ告者 ఫ 所

Ặ 名 印

ᯇくい⹸による⿕ᐖᮌ⛣ື予定ሗ告について

ᖹ成 年 ᭶ 日付けで契約したᯇくい⹸による⿕ᐖᮌについて、◚○又は

↝༷をᐇ᪋するため、下記により⛣ືする予定であるのでሗ告します。

記

⛣ື対㇟⿕ᐖᮌの所ᅾᆅ ୕㔜┴⇃㔝ᕷእ ୐㔛ᚚ὾国᭷ᯘ

⛣ື対㇟⿕ᐖᮌの⛣ືඛ

㏆␥中国᳃ᯘ⟶理ᒁ ୕㔜᳃ᯘ⟶理⨫⟶内

⛣ ື ⤒ ㊰

⛣ ື 予 定 期 間 ᖹ成 年 ᭶ 日㹼ᖹ成 年 ᭶ 日

⛣ ື 予 定 数 㔞 ᮦ積 ੑ （ 㹲）

⛣ ື 方 法

㥑除ฎ理ᐇ᪋予定期間 ᖹ成 年 ᭶ 日㹼ᖹ成 年 ᭶ 日

ی

㹙⿕ᐖᮌఆಽ㥑除契約適用㹛

契 約 締 結 日 ᖹ成 年 ᭶ 日

契 約 数 㔞 ᮦ積 ੑ 本数 本

契 約 時 に 付 し た 㥑 除 契約書ῧ付のᯇくい⹸≉別ఆಽ㥑除仕様書による。

ฎ ⨨ に 係 わ る 事 項



別記様式２

番号 㹌㹍．１

ᯇくい⹸による⿕ᐖᮌの⛣ື証明書

ఫ 所

Ặ 名

上記の者は、下記の内容につきఆಽした⿕ᐖᮌを㥑除ฎ⨨

≉別ఆಽ㥑除స業ᐇ᪋のため、⛣ືする者であることを証明する。

ᖹ成 年 ᭶ 日

୕ 㔜 ᳃ ᯘ ⟶ 理 ⨫ 㛗 ᫓ཎ Ṋᚿ 印

㹙㥑除ฎ⨨ᐇ᪋内容㹛

１ ⛣ື対㇟⿕ᐖᮌの所ᅾᆅ ୕㔜┴⇃㔝ᕷእ ୐㔛ᚚ὾国᭷ᯘ

２ ⛣ື対㇟⿕ᐖᮌの⛣ືඛ

３ ⛣ ື ⤒ ㊰

４ ⛣ື予定期間 自 ᖹ成 年 ᭶ 日

至 ᖹ成 年 ᭶ 日

５ ⛣ື予定数㔞 ᮦ積 ੑ （ 㹲）

６ ⛣ ື 方 法









877  

877  

 
1/20,000 

878  

879  

879



880  

 
1/20,000 



881  

881  

 
1/20,000 

882

883

883



位　置　図 
【877い①、ろ】 

㯤242

㯤241

㯤243-244

㯤252

凡　　　例

特別伐倒駆除

黄245-246

黄247

黄248-250

黄251





白124-125

白122-123

白126

白121

白127

白128-129

白130

白131-132

白133

白134

白135

白136

白137-138

白139

白140-141

白142

白143

白144

白145-151

白152

白153

白154-155

位　置　図 
【878い林小班①】

㯤291

㯤292-293

㯤294

㯤295-296

㯤312-314

㯤315-316

㯤317-319

㯤297-311

凡　　例

特別伐倒駆除



位　置　図 
【878い林小班②】

白156

白157

白158

㯤327

㯤323-326

㯤328

㯤322

㯤329

緑181

緑182-184

緑185

緑188-193

緑194

緑195

緑186-187

㯤320-321

凡　　例

特別伐倒駆除



緑161-166
緑173-175

緑167-172

位　置　図 
【879い1林小班外①】

㯤283

㯤284

㯤285

㯤286

㯤282

㯤281

㯤280

㯤287

㯤279

㯤278

凡　　例

特別伐倒駆除



㯤267-277

㯤264-265

㯤261-263

位　置　図 
【879い1林小班外②】

凡　　例

特別伐倒駆除



黄211

黄212
黄213

黄214-215

黄216

黄217

位　置　図 
【880い林小班】

凡　　例

特別伐倒駆除



位　置　図 
【881い林小班】

黄198

黄195-197

黄171-186
黄187-190
黄191-192

黄193

黄194 凡　　例

特別伐倒駆除



位　置　図 
【881ろ林小班】

黄201-202

黄203-204

凡　　例

特別伐倒駆除



緑127-128

緑124-126

緑121-123

緑129-132

緑159

緑133-135

緑142-143

緑154-158

緑151-153

白81-86

白87

白88-93

白94-97

白98-99

白100

白101

白106-107

白104-105

白102-103

白111

白109-110

白108

位　置　図 
【882い4林小班】

凡　　例

特別伐倒駆除



黄121-122

黄123

黄124

黄125

黄126

黄127

黄128-133

黄134
黄135

黄136-137

黄138
黄139

位　置　図 
【883い1林小班①】

凡　　例

特別伐倒駆除



位　置　図 
【883い1林小班②】

黄140
黄141
黄142
黄143-144

黄145

黄146-148

黄149

黄150-151
黄152-153

黄154-155

黄156-157
黄158

黄159-160
黄161-164

黄166
黄165

凡　　例

特別伐倒駆除



入 札 者 注 意 書

入札参加者は、入札公告、入札説明書、仕様書、契約書案及び本書記載事項等、当発注

機関が提示した条件を熟知のうえ、入札してください。

１．入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律

第５４号）等に抵触する行為を行ってはならない。

２．入札者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又

は入札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札価格を定めなければならない。

３．入札者は、落札決定前に他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示してはな

らない。

４．入札書は所定の用紙を使用し、入札物件番号毎に別葉にすること。

５．入札書には、入札者が消費税に係る課税業者であるか、免税業者であるかを問わず、

各入札者が見積もった契約金額の108分の100に相当する金額を記載すること。

ただし、落札決定に当たっては入札書に記載された金額に当該金額の100分の8に相

当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り

捨てた金額）をもって落札金額（契約金額）とする。

６．入札者は、入札書提出前に競争参加資格があることが確認された旨の通知書の写し

を提出すること。

７．代理人に入札をさせようとするときは、入札前に委任状を提出すること。

８．代理人が入札をするときは、入札書に代理人である旨を明記すること。

９．入札・開札の時刻は、入札会場の時計に基づきます。

10．入札締め切り時刻をすぎて提出した入札書は、受理しない。

11．次の各号の一に該当する入札書は、これを無効とする。

① 入札参加資格のない者のした入札。

② 入札物件番号・入札金額・入札者名（代理人を含む。以下同じ。）の確認がで

きないもの。

③ 入札書に入札者の記名押印のないもの。

④ 郵便入札にあっては、郵便入札書が定められた入札の締切時刻までにその場所

に到達しなかったもの。

⑤ 事業内訳書の提出がないもの。

⑥ 暴力団排除に関する誓約事項について、虚偽又はこれに反する行為が認められ

た入札。

⑦ その他入札に関する条件に違反した入札。

12．一旦提出した入札書は、引き換え、変更又は取り消しをすることができない。

13．開札前に入札者から錯誤等を理由として、自らのした入札書を無効にしたい旨の申

し出があっても受理しない。また、落札宣言後は、錯誤等を理由に入札の無効の申

し出があっても受理しない。

14．開札は、入札者の面前で行う。ただし、入札者が立ち会わない時は、当発注機関の

指定した職員を立ち合わせて開札する。この場合、入札者は異議の申し立てはできな

い。



15．開札の結果、予定価格に達するものがない場合は、再度の入札を行なうことがある。

16．予定価格が１千万円を超える工事又は製造その他の請負契約に係る入札については、

低入札価格調査制度があり、次による。

（１）予定価格が１千万円を超える工事又は製造その他請負契約に係る入札において、

落札となるべき者の入札価格によっては、当該契約の内容に適合した履行がなされ

ない恐れがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引

の秩序を乱すこととなる恐れがあって、著しく不適当であると認められるときは、

落札の決定を保留することがある。

(２) 前項の当該契約の内容に適合した履行がなされない恐れがあると認められる入札

を行った者は、当発注機関の調査に協力しなければならない。なお、調査の結果に

より、最低額の入札者であっても落札者とならない場合もある。

(３)第１項により、落札決定を保留している期間中、入札者は入札を撤回することがで

きない。

(４) 第１項の場合において、後日落札者を決定したときは、入札者に通知する。

17．落札となるべき同価格（総合評価落札方式による場合は「同評価値」）の入札をし

た者が２人以上あるときは、「くじ」により落札者を決定する。

なお、この場合、同価格（同評価値）の入札をした者のうち、くじを引かない者、

入札に立ち会わない者があるときは、これに代わって入札執行事務に関係のない職員

にくじを引かせ落札者を決定する。

18．契約の成立は、契約書に双方記名押印したときとします。

19．落札者が契約を結ばないときは、入札保証金又は入札保証保険証券が納付されてい

る場合は当該入札保証金又は入札保証保険証券は国庫に帰属するもとのとし、入札保

証金又は入札保証保険証券が納付されていない場合は落札金額（入札書に記載した金

額の100分の108に相当する金額）の100分の5に相当する金額を違約金として徴収する。

20．入札者が入札場を離れる場合は、必ず入札執行者に連絡すること。

21．入札者が連合し、又は連合するおそれがあり、その他入札を公正に行うことができ

ない事情があると認めたときは、入札の執行を中止する。

22．入札者は、入札執行の完了に至るまでは、いつでも入札を辞退することができる。

23．入札を辞退した者はこれを理由として、以降の競争参加資格の審査等について、不

利益な取扱いを受けることはない。

24．入札者が入札を辞退するときは、入札執行前にあっては、入札辞退届を持参または

郵送（配達記録が残るものに限る。）により、入札執行前に提出すること。

また、入札執行中にあっては、入札辞退届又は辞退する旨を明確に確認することが

できる書面を直接提出すること。

25．このほか不明の点は、入札前に問い合わせること。
















